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Ｑ．インフルエンザにかかったら、薬をのんだほうがいいの？ 

 インフルエンザのお薬は、ウイルスの増殖を抑えるもので、死滅させるものではありませ

ん。しかし、発熱している期間を１日程度短くする効果があります。 

免疫機能が低下している高齢者、乳幼児などには必要な場合もありますが、比較的体力の

あるかたや持病のない健康なかたには必ず使用しなくてはいけない薬ではありません。静岡

民医連の病院・診療所・薬局では、インフルエンザの流行状況や個別の病状などをみて、副

作用、服用上の注意を充分に御理解いただいたうえ処方、調剤させていただいています。心

配な点がある場合は病院、薬局までご相談ください。 
 

Ｑ．どんな治療薬があるの？ 

 インフルエンザの治療としては、現在は下記の４種類の薬がよく使われています。 

下記にある表のほか、漢方薬が使われることもあります。 

お薬の名前 剤形 用法 

タミフル カプセル・ドライシロップ １日２回、５日間服用 

リレンザ 吸入 １日２回、５日間吸入 

イナビル 吸入 １回吸入 

ラピアクタ 点滴静注 原則１回点滴 

（このほか、インフルエンザ A型のみに作用するシンメトレルというくすりもあります） 

これらは症状が現れてからなるべく早く（４８時間以内）使用することが重要です。イン

フルエンザかな、と思ったらなるべく早めの受診をおすすめします。 

Ｑ.治療薬はどれを選んだらいいの？ 

 それぞれに欠点、利点があります。患者様個別の状況により、処方をします。 

お薬の名前 利点 欠点 

タミフル 吸入が困難な小児、高齢者に使いやすい タミフル耐性ウイルスが多い、ドライシ

ロップは苦味があり 

リレンザ 甘味があり吸入しやすい、成人であれば

イナビルより安い 

吸入手技がイナビルに比較するとやや

面倒 

イナビル １回で吸入できるため楽 苦味あり、１回吸入なので失敗できな

い、効いているか不安が残る場合もあり 

ラピアクタ 薬の服用ができない患者に使うことが

できる 

投与に時間がかかる、点滴の設備がなけ

ればできない 
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Ｑ．副作用はあるの？           

 発現する頻度としてはごくまれなものではありますが、インフルエンザの薬での異常行動

やそれに伴う死亡例がマスコミ等にとりあげられたことはみなさまの記憶にも新しいと思

います。以前はタミフルについて多く報道されていましたが、リレンザ、イナビル、ラピア

クタでも同様の症状が報告されています。また、高熱そのものによる異常行動やインフルエ

ンザ脳炎などの症状も同様のものがでるため、因果関係についてわからないことが多いのが

現状です。 

静岡民医連ではこれらの問題を重視し、インフルエンザ薬の投与を慎重に行い、副作用の

早期発見・防止・調査に取り組んでいます。 

インフルエンザ薬を服用したら…… 

・薬の種類にかかわらず、少なくとも２日間、家族は小児・未成年者・高齢者がひとりに

ならないよう配慮してください。 

・副作用アンケートを患者様にお配りしていますので、アンケートの回答にご協力おねが

いいたします。 

・その他、副作用、疑わしい症状の出た場合、症状が悪化した場合は再受診するか病院・

薬局にご連絡ください。 

また、頻度の多いものとしては、腹痛や下痢などの消化器症状、吸入薬では気管支の症状

などの報告がされています。これらについては服用後 2日以内の発現が多く服用を中止しな

くてもよい場合が多いようです。 

 

Ｑ．タミフルでインフルエンザの予防ができるときいたけど？ 

 タミフル・リレンザを服用することでインフルエンザの予防になることが知られています

が、保険給付の対象外であり、確実な効果が得られるとは限りません。また、予防効果も薬

の服用中の短い期間に限定されています。したがって、ごく限られたケースに該当する場合

のみの投与になり、全ての方ができるわけではありません。詳しくは病院にご相談ください。 

インフルエンザと解熱剤について 

 インフルエンザにかかると、高熱が続くことがあります。そのような場合、解熱剤を使用

することで発熱を抑えることが出来ます。しかし一方で、発熱はウイルスから体を守ろうと

する反応ですので過度に解熱剤を使用するとこの防御機構を抑制してしまうこともありま

す。 

 解熱剤を使用するおおまかな目安は 38.5 度以上で、発熱に伴う症状(不眠、体力の消耗

が激しい、水分や食事がとれないなど)を改善することが目的です。 

体温には個人差がありますのでそれぞれの状態によって使用します。 

 インフルエンザの解熱は、アセトアミノフェン（カロナール、アルピニー坐剤など）が最も安全です。

インフルエンザにかかっている時に使用すると、特に小児で、インフルエンザ脳症やライ症

候群の発症確率を高めたりする解熱剤もあります。以前処方された薬や、市販の薬を自分の

判断で使用せず、医師、薬剤師に必ず相談するようにしましょう。 
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